
（別添） 

 

「京都大学と BHUとのこれまでの交流経緯と今後の展望（概要）」 

 

・政府レベルの日印関係の緊密化に伴い、2014年 8月に京都大学が所在する京

都市とバラナシ市がパートナーシティ提携意向書に合意し、その縁でバラナシ

市を含むインドの大学と京都大学との協力関係模索の動きが加速した。 

 

・2015年3月に京都大学地球環境学堂（Graduate School of Global Environmental 

Studies）が BHU Institute of Environment and Sustainable Development（環

境および持続可能な開発研究所）と部局間 MOUを締結。 

 

・本学地球環境学堂と BHUはバラナシ市とも協同し、Climate and Disaster 

Resilience of Varanasi: City, Zone and Ward  profile （バラナシ市の気候

変動や災害に対するレジリエンス：市、行政区、区の分析）を行ってきた。 

 

・上記調査結果により、バラナシ市において持続可能な開発に必要な施策が提

案された。これを基にバラナシ市において持続可能な開発のためのガバナンス、

教育、技術（開発・移転）に係る政策の立案と実践が計画されている。この枠

組みのなかで、今後、教員の交流、学生のインターンシップ、学術情報の交換

等が行われる予定である。 

 

大学間学術交流協定、大学間学生交流協定とも、京都大学は事前に山極壽一総

長の署名済みの協定書を、稲葉カヨ理事・副学長が持参し、2015年 8月 7日調

印式において署名日を記入することにより、調印を成立させた。 

 

【京都大学概要】 

1897年創立 

18大学院 

10学部 

14研究所 

学部学生：13,569人（2015.5.1現在） 

大学院生： 9,216人（同） 


